
                                    

「培養陰性腹膜透析関連腹膜炎の予測因子の検討」についてのご説明 

 

1． 本研究の意義および目的 

腹膜透析関連腹膜炎は腹膜透析離脱の主要要因の一つと報告されています。腹膜炎の診断時に提

出する排液培養の結果は、初期のエンピリカルな治療後の培養結果に基づいた適切な治療におい

て重要です。国際腹膜透析医学会（ISPD）のガイドラインでは、排液培養陰性率を 15%以下にする

ことが推奨されています。そこで、本研究では排液培養陰性になりやすい患者さんを明らかにす

ることを目的としました。 

 

2． 研究の方法 

2007年 11月〜2018年 12 月の期間に当院で腹膜透析関連腹膜炎の診断となり、診断時に腹膜透析

液培養を採取した患者さんの検査データ等をカルテより後方視的に検討します。 

 

3． 試料等の保存および使用方法 

記録の保管責任者は研究責任者とします。被験者から提供された研究に関するデータは、個人を

特定できない形式に記号化した番号により管理されるため、被験者の個人情報が外部に漏れるこ

とは一切ありません。また、他の機関では利用しません。 

 

4． 研究全体の期間と予定症例数 

調査対象期間は 2007 年 11 月〜2018 年 12 月で、200〜250 名程度を予定しています。また、デー

タ解析期間は研究倫理審査委員会承認後〜2023 年 12月を予定しています。 

 

5． 個人情報の取り扱い 

研究成果を学会、雑誌等外部に発表する場合には、研究責任者の責任のもと取り扱うこととしま

す。その際は、個人が誰であるか分からないように匿名化した上で発表します。 

 

6． 本研究への参加を拒否する場合 

被験者（および代諾者）より参加拒否の申し入れがあった場合は随時可能です。本研究への参加

に同意しない場合は、8. 連絡先までご連絡下さい。 

 

7． 研究資金および利益相反管理 

本研究における特別な研究資金はありません。本研究の利害関係については、研究倫理審査委員

会の審査を受け、承認を得ています。 

 

8． 研究機関、研究責任者および連絡先 

研究機関  社会医療法人川島会川島病院 

研究責任者 島 久登  連絡先 088-631-0110  


